
内容
町長と語る会／税金の申告はお早めに
／成人式

今月の表紙
決意を新たにする新成人
　大人への門出を祝う成人式が1月12
日、文化会館大ホールで行われ、成人と
しての自覚や責任を持ち歩んでいく決意
を新たにしました。
（関連記事…10頁）
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町
長
と
町
民
の
皆
さ
ん
と
が
ひ
ざ
を
交
え
て
話
し
合
う
「
町
長
と
語
る

会
」
が
、
1
月
14
日
の
三
倉
地
区
を
皮
切
り
に
6
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
各
地
区
の
町
内
会
長
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
意
見
や

質
問
に
答
え
る
形
で
進
行
。
各
会
場
と

も
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
三
倉
・
天
方
・
園
田
各
地

区
で
出
た
意
見
交
換
の
内
容
を
一

部
紹
介
し
ま
す
。

2

町長と語る会

◎
二
輪
車
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
対
策
を
。

答 

死
亡
事
故
現
場
は
、
警
察
や
袋
井

土
木
と
共
に
現
場
診
断
を
行
い
対
応

し
て
い
ま
す
。
交
通
を
規
制
す
る
に

は
公
安
委
員
会
と
の
協
議
が
必
要
な

の
で
、
ま
ず
は
袋
井
警
察
署
に
要
望

し
、
県
道
に
係
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

県
に
も
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
町
道

に
つ
い
て
は
三
倉
地
区
で
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
13
か
所
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
3
か

所
を
今
年
度
中
に
設
置
予
定
で
す
。

◎
高
齢
化
が
進
み
運
転
免
許
を
返
納
し
た

い
が
、
替
わ
り
の
交
通
手
段
が
無
い
。

答 

高
齢
者
の
足
に
つ
い
て
は
全
町
的

な
問
題
。
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の

営
業
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
路
線
バ

ス
を
廃
止
し
た
場
合
は
代
替
手
段
を

町
で
と
っ
て
い
ま
す
。
現
状
で
い
い

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後

よ
り
よ
い
手
段
を
見
い
だ
す
べ
く
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
茶
園

が
荒
廃
し
て
い
る
。

答 

町
で
も
現
状
は
把
握
し
て
い
ま
す
。

三
倉
、
天
方
の
中
山
間
地
域
を
対
象

に
乗
用
茶
刈
機
な
ど
を
購
入
の
場
合
、

県
単
事
業
で
県
か
ら
1
／
3
の
補
助

が
受
け
ら
れ
、
町
も
10
％
上
乗
せ
の

補
助
を
し
て
い
ま
す
。
年
に
2
〜
3

件
の
申
請
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
荒

廃
茶
園
の
栗
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、

2
年
前
か
ら
町
、
中
遠
農
林
、
農
協

が
一
体
と
な
り
進
め
て
い
ま
す
。

◎
上
野
平
の
県
道
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
は
。

答 

主
要
地
方
道
藤
枝
天
竜
線
の
バ
イ

パ
ス
建
設
に
つ
い
て
は
、
中
断
し
て

10
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
町
で
は
継

続
し
て
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

◎
カ
モ
シ
カ
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
が
多
い
。

答 
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
駆
除
に
つ
い
て
は
、

今
以
上
に
駆
除
を
推
進
し
、
カ
モ
シ

カ
に
つ
い
て
は
被
害
の
実
態
を
調
査

し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
中
山
間
地
域
の
活
性
化
の
窓
口
が
役

場
に
欲
し
い
。

答 

専
門
の
係
は
作
れ
な
い
が
、
い
ろ

ん
な
課
へ
回
ら
な
く
て
も
良
い
よ
う

に
窓
口
と
な
る
係
を
検
討
し
ま
す
。

◎
天
方
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
工

事
に
合
わ
せ
高
齢
者
の
施
設
機
能
を

追
加
し
て
ほ
し
い
。

答 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
作
る
予
定

は
無
い
が
、
集
会
施
設
の
必
要
性
は

感
じ
て
お
り
、
高
齢
者
の
利
用
が
し

や
す
い
よ
う
改
良
す
る
こ
と
は
可
能

で
す
。
今
後
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
あ
り

方
を
地
元
で
検
討
し
方
向
性
を
出
し

て
ほ
し
い
。

◎
在
来
種
の
こ
ん
に
ゃ
く
栽
培
を
始
め
た
。

会
員
数
を
増
や
し
特
産
品
に
し
た
い
。 三倉地区での様子



1
月
23
日
開
催

園
田
総
合
セ
ン
タ
ー

園
田
地
区

園
田
地
区

3

町長と語る会

答 

取
組
に
期
待
し
、
注
目
し
て
い
ま

す
。
栽
培
技
術
の
向
上
の
研
修
な
ど

で
町
も
応
援
し
て
い
き
た
い
。

◎
天
方
小
が
4
月
か
ら
2
、
3
年
生
が

複
式
学
級
に
な
り
心
配
。
担
任
は
1

人
な
の
か
補
助
の
先
生
は
来
て
く
れ

る
の
か
。

答 
ご
心
配
と
思
い
ま
す
が
、
三
倉
小

で
も
複
式
学
級
の
ひ
と
り
学
び
が
自

分
で
学
ぶ
力
を
育
み
良
い
成
績
を
出

し
て
い
ま
す
。
先
生
方
も
研
修
や
リ

ハ
ー
サ
ル
を
積
ん
で
準
備
し
て
い
ま

す
。
支
援
の
先
生
の
派
遣
を
県
に
要

望
中
で
、
無
理
な
場
合
は
町
で
予
算

化
し
て
対
応
し
ま
す
。

◎
町
道
葛
布
線
の
継
続
と
、
葛
布
の
滝

の
崩
れ
復
旧
を
。

答 

葛
布
線
は
現
在
町
単
事
業
な
の
で

時
間
は
か
か
り
ま
す
が
継
続
し
て
行

い
ま
す
。
滝
は
現
場
を
確
認
し
て
災

害
ま
た
は
治
山
事
業
で
対
応
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

◎
三
倉
川
の
中
島
橋
か
ら
要
橋
の
間
が
、

真
ん
中
に
島
が
で
き
、
護
岸
の
ブ
ロ
ッ

ク
の
傷
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

答 

所
管
の
袋
井
土
木
河
川
改
良
課
で

見
て
も
ら
い
県
へ
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

◎
友
田
家
か
ら
大
河
内
ま
で
の
間
が
携

帯
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
。

答 

携
帯
会
社
が
3
社
あ
り
、
企
業
は

採
算
性
を
考
え
て
ア
ン
テ
ナ
を
建
て

は
し
な
く
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
将
来
的
に
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。

◎
合
併
の
話
が
出
な
い
が
ず
っ
と
こ
れ

で
い
い
の
か
。

答 

国
が
道
州
制
、
市
町
の
大
合
併
後

は
県
の
合
併
だ
と
な
っ
た
と
き
に
、

西
部
は
愛
知
、
東
部
は
神
奈
川
と
い

う
話
の
時
点
で
は
、
小
さ
な
町
で
い

る
よ
り
も
市
で
い
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◎
掛
川
の
深
蒸
し
茶
が
有
名
に
な
っ
た

が
、
森
の
茶
を
も
っ
と
P
R
し
た

ほ
う
が
よ
い
の
で
は
。

答 

生
産
規
模
で
は
森
町
は
大
き
く
な

い
が
、
良
質
な
茶
葉
と
確
か
な
加
工

技
術
で
良
い
茶
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
遠
州
森
町
P
A
に
は
町
内
の

茶
商
も
出
店
し
て
お
り
、
町
で
も
森

の
茶
無
料
提
供
を
2
年
間
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
に
は
東
京
、

大
阪
、
静
岡
の
三
大
消
費
地
の
仕
上

茶
品
評
会
で
最
優
秀
賞
を
森
の
茶
商

が
取
る
快
挙
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
評
価
向
上
の
た
め
、

町
、
茶
商
、
茶
農
家
が
協
力
し
、
荒

茶
で
競
わ
れ
る
全
国
茶
品
評
会
の
農

林
水
産
大
臣
賞
を
目
指
し
、
研
修
施

設
（
製
茶
ミ
ニ
ラ
イ
ン
）
を
建
設
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
P
R
を
含
め

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
道
路
補
修
に
即
日
対
応
し
て
く
れ
た
。

答 

常
温
の
補
修
剤
で
対
応
で
き
る
小

さ
な
傷
み
な
ら
職
員
で
す
ぐ
で
き
ま

す
が
、
熱
し
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
使

う
補
修
は
何
か
所
か
ま
と
め
て
業
者

が
や
る
の
で
、
緊
急
時
以
外
は
少
し

待
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

◎
ス
マ
ー
ト
I
C
が
で
き
る
と
町
の

中
が
素
通
り
さ
れ
る
。
町
の
中
に
1

本
道
路
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

答 

イ
ン
タ
ー
通
り
線
の
要
望
を
し
て

い
ま
す
。
特
に
円
田
か
ら
園
田
農
協

ま
で
の
新
設
は
す
ぐ
に
や
っ
て
ほ
し

い
と
要
望
中
で
す
。
事
業
着
手
準
備

制
度
を
26
年
度
か
ら
始
め
て
い
き
ま

す
。
地
主
の
承
諾
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
円
田
、
谷
中
の
地
主
さ
ん

に
は
ご
協
力
頂
き
た
い
。

●
一
宮
地
区
（
1
月
29
日
）・
飯
田
地

区
（
2
月
3
日
）・
森
地
区
（
2
月

4
日
）
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
紹
介

し
ま
す
。

園田地区での様子

て
い
ま
す
。
通
話
状
況
を
確
認
し
て

町
か
ら
要
望
を
し
ま
す
。

◎
近
隣
で
特
産
の
海
老
芋
が
残
留
農
薬

で
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

答 

農
家
の
人
は
作
物
の
品
種
ご
と
に

農
薬
の
種
類
、
量
、
回
数
な
ど
仕
様

を
守
る
と
共
に
、
前
作
時
の
農
薬
の

土
壌
へ
の
残
留
状
況
に
も
意
識
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
合
併
を
し
な
く
て
良
か
っ
た
こ
と
、

悪
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
。

答 

昨
年
、
テ
レ
ビ
で
合
併
し
な
か
っ

た
町
と
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
時
も
、
私
は
合
併
し

た
経
験
が
な
い
の
で
ど
ち
ら
が
良
い

か
わ
か
り
ま
せ
ん
と
答
え
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
I
C
も
で
き
ま
す
し
、
今

天方地区での様子



町
県
民
税（
申
告
が
必
要
な
人
）

町
で
受
付
で
き
な
い
申
告
内
容

所
得
税（
申
告
が
必
要
な
人
）

4

税金の申告はお早めに！

●
公
共
事
業
以
外
の
土
地
・
建
物
の
譲
渡

●
株
式
な
ど
の
譲
渡
・
分
離
課
税
を
選

択
し
た
上
場
株
式
等
の
配
当

●
山
林
所
得

●
は
じ
め
て
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

●
青
色
申
告
・
消
費
税
の
申
告
・
肉
用

牛
（
免
税
牛
）
の
申
告

●
贈
与
税
・
相
続
税
の
申
告

●
仕
送
り
証
明
が
必
要
な
人
（
外
国
人
）

●
過
年
度
の
申
告

●
準
確
定
申
告
（
亡
く
な
ら
れ
た
人
の

確
定
申
告
）

※
税
務
署
の
申
告
会
場
（
磐
田
市
文
化

振
興
セ
ン
タ
ー
）
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
作
成
の
終
わ
っ
た

申
告
書
で
あ
れ
ば
町
に
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ

る
人

●
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
不
動
産
収

入
の
あ
る
人
で
、
平
成
25
年
中
の  

所
得
額
（
す
べ
て
の
収
入
か
ら
必
要

経
費
を
差
し
引
い
た
金
額
）
が
、  

所

得
控
除
額
（
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控

除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
合
計
金
額
）

を
上
回
る
人

●
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人
（
譲
渡
所

得
に
該
当
す
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
）

■
給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
通
常
の

場
合
、
勤
務
先
の
年
末
調
整
に
よ
り
精

算
さ
れ
る
た
め
、
確
定
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な

人
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

●
平
成
25
年
中
の
収
入
が
2
千
万
円
を

超
え
る
人

●
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
人

●
給
与
収
入
が
あ
り
年
末
調
整
を
受
け

て
い
な
い
人

●
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
、
年

末
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
給
与
収
入

が
20
万
円
を
超
え
る
人

■
平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
、
森
町
に
住

所
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

●
事
業
収
入
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産

な
ど
）
が
あ
る
人

●
利
子
・
配
当
・
給
与
・
譲
渡
・
山
林
・

一
時
所
得
・
雑
所
得
が
あ
る
人

●
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得

が
あ
る
人
（
給
与
以
外
の
所
得
が

20
万
円
を
超
え
る
と
、
確
定
申
告
が

必
要
に
な
り
ま
す
）

●
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医
療

費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

●
公
的
年
金
受
給
者
で
、
扶
養
控
除
な

ど
の
各
種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

人

●
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
4
0
0
万

円
以
下
の
人
で
、
年
金
以
外
の
所
得
が

あ
り
、
そ
の
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人

●
平
成
25
年
中
の
所
得
に
つ
い
て
、
所

得
証
明
・
課
税
証
明
な
ど
が
必
要
に

な
る
人
（
収
入
が
な
い
人
で
も
申
告

を
し
て
い
な
い
と
証
明
書
が
発
行
で

き
ま
せ
ん
）

■
復
興
特
別
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

●
平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年
ま
で
復
興

特
別
所
得
税
を
所
得
税
と
併
せ
て
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
復
興
特
別
所
得
税
額
は
、
所
得
税
額

の
2
・
1
%
で
す
。

■
申
告
の
際
に
事
前
に
作
成
・
計
算
を

し
て
い
た
だ
く
も
の

●
収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動

産
の
所
得
が
あ
る
人
）

●
医
療
費
明
細
書
（
医
療
費
控
除
を
受

け
る
場
合
）

●
株
式
配
当
が
2
つ
以
上
あ
る
場
合
は

事
前
に
集
計
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
分
の
所
得
に
か
か
る
所
得
税

の
確
定
申
告
と
町
県
民
税
の
申
告
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。
役
場
税
務
課
で
は
、
申
告

納
税
相
談
と
申
告
書
の
受
付
の
便
宜
を
図

る
た
め
、
町
民
生
活
セ
ン
タ
ー
と
町
内
5

地
区
で
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

税
金
の
申
告
は
お
早
め
に
！

月　
　

 

日
月
〜　
　

 

月　
　

 

日
月

申
告
期
間

2
17

3
17

作
成
・
計
算
さ
れ
て
い
な
い
と
受
付

が
で
き
ま
せ
ん



申
告
に
必
要
な
も
の

5

税金の申告はお早めに！

●
印
鑑

●
事
前
に
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い
る

人
は
、
そ
の
申
告
書
と
納
付
書

●
収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動

産
の
所
得
が
あ
る
人
）

●
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
）

が
あ
る
人
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税

通
知
書
（
課
税
証
明
書
）

●
給
与
所
得
者
と
年
金
所
得
者
は
「
源

泉
徴
収
票
」。
年
末
調
整
を
し
て
い

な
い
賃
金
が
あ
る
人
は
、
支
払
先
か

ら
支
払
額
を
証
明
す
る
も
の

●
国
民
年
金
控
除
証
明
書
（
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
）

●
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
任
意
継

続
掛
金
な
ど
の
納
付
額
（
平
成
25
年

1
月
〜
12
月
）
が
わ
か
る
も
の

●
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
（
ま
た
は

旧
長
期
損
害
保
険
料
）
の
控
除
証
明
書

●
配
当
所
得
の
申
告
を
す
る
人
は
上
場

株
式
に
限
り
、
配
当
計
算
書
（
支
払

通
知
書
）
の
原
本

●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療
費

明
細
書（
医
療
費
の
領
収
書
・
証
明
書
）、

医
療
費
に
対
し
て
補
て
ん
さ
れ
た
場
合

は
そ
の
金
額
が
わ
か
る
も
の

●
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
は
、
申

告
者
本
人
の
還
付
金
の
振
込
先
・
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
　
　
　

1
8
5
ー
6
3
0
8

　

磐
田
税
務
署

　
　
　
　
　
　

1
3
2
ー
6
1
1
1
＊

■
会
場

　

町
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
１
階
第
１
会
議
室
）       

■
日
時

　

2
月
17
日（
月
）〜
21
日（
金
）

　

2
月
24
日（
月
）〜
26
日（
水
）               

　
　
　

（
午
前
の
部
）
9
時
30
分
〜
12
時
00
分

　
　
　

（
午
後
の
部
）
13
時
00
分
〜
16
時
00
分

※

次
の
①
〜
⑤
ま

で
の
相
談
に
つ

い
て
は
税
理
士

に
よ
る
相
談
の

対
象
と
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
税

務
署
の
相
談
会
場
（
磐
田
市
文
化
振
興
セ
ン

タ
ー
）
で
申
告
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
譲
渡
・
山
林
所
得
の
あ
る
納
税
者

②
贈
与
税
の
申
告
を
す
る
納
税
者

③
貸
借
対
照
表
が
未
作
成
の
青
色
申
告

④
税
務
署
へ
の
来
署
案
内
が
あ
っ
た
納
税
者

⑤
長
時
間
を
要
す
る
よ
う
な
相
談

 2月20日（木） 三倉地区 三倉総合センター 
   （旧三倉農協事務所） 
 2月21日（金） 天方地区 天方生活改善センター
 2月24日（月） 一宮地区 一宮総合センター
 2月25日（火） 谷中、中川上、中川下、牛飼 園田総合センター

 2月26日（水） 市場、下飯田、中飯田、上飯田 飯田総合センター
  西組、東組、城北、若宮、梶ヶ谷

※割り振られた日にご都合が悪い場合は、別の都合の良い日に町民生活センターまでお出掛けください。

◎町民生活センターでの受付◎

＊
電
話
は
自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し
て
い
ま

す
。一
般
的
な
ご
相
談
は「
0
」を
、説
明
会

に
関
す
る
質
問
な
ど
は「
2
」を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

◎申告受付巡回日程表◎

※町民生活センター内に、ｅ-Taxと確定申告書作成コーナーが利用できるパソコンを設置してありますので
　ご利用ください。また、ｅ-Taxでの申告には住基カードが必要です。

9:00～11:30

期　間　平成26年2月17日（月）～平成26年3月17日（月）（土・日曜日は除く）

時　間　（午前の部）9時00分～12時00分 （午後の部）13時00分～16時00分

会　場　町民生活センター 1階 第1会議室

9:00～11:30
13:00～15:00

 月日 対象地区 場所 受付時間

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
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自
転
車
交
通
ル
ー
ル
改
正
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

交
通
安
全
協
会
森
地
区
支
部
（
鈴
木

正
一
支
部
長
）
と
森
町
は
、
自
転
車
交

通
ル
ー
ル
改
正
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
2，

4
0
0
枚
を
作
成
し
、
1
月
6
日
、
鈴

木
支
部
長
と
後
藤
富
夫
事
務
局
長
が
教

育
委
員
会
を
訪
れ
、
井
上
啓
次
郎
教
育

長
に
町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
、
生

徒
へ
の
配
布
を
依
頼
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
近
年
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
違
反

に
よ
る
事
故
多
発
が
問
題
に
な
り
、
昨

年
12
月
1
日
施
行
の
道
路
交
通
法
一
部

改
正
に
よ
り
、
路
側
帯
の
右
側
通
行
の

禁
止
や
、
ブ
レ
ー
キ
不
良
自
転
車
に
対

す
る
指
導
強
化
な
ど
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
で
す
。
ま
た

同
日
、
遠
江
総
合
高
等
学
校
に
も
訪
問

し
て
全
校
生
徒
へ
の
配
布
を
依
頼
し
ま

し
た
。

森
幼
稚
園
で
人
権
教
室
開
催

森
幼
稚
園
で
1
月
8
日
、
人
権
教
室

「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
と
あ
ゆ
み
ち
ゃ

ん
の
会
」
が
開
催
さ
れ
、
森
町
と
袋
井

市
の
人
権
擁
護
委
員
14
人
が
園
を
訪

れ
、
全
園
児
97
人
に
、
人
権
の
歌
や
講

話
、
紙
芝
居
で
「
い
じ
め
は
よ
く
な
い
」

「
み
ん
な
仲
良
く
し
よ
う
」
と
分
か
り

や
す
く
話
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
法
務

省
の
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
と
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん

の
ウ
ォ
ー
ク
バ
ル
ー
ン
（
着
ぐ
る
み
）

が
登
場
す
る
と
、
園
児
ら
は
大
喜
び
で

握
手
を
し
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
折
り
紙

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

最
後
に
園
児
ら
は
「
友
達
と
み
ん
な
仲

良
く
遊
び
ま
す
」
な
ど
、
大
き
な
声
で

約
束
し
ま
し
た
。

教育長にリーフレットを手渡す鈴木支部長
（中央）ら

板�掲�示�

森
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
（
太
田

康
雄
会
長
）
は
1
月
17
日
、
昨
年
12
月

に
「
1
円
玉
を
役
立
て
よ
う
運
動
」
で

各
地
区
か
ら
集
ま
っ
た
1
円
玉
1
9

3，
3
5
5
円
分
の
募
金
の
一
部
を
社

会
福
祉
協
議
会
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、
町
子
連
を
代
表
し
谷
口
暁
音

さ
ん
（
宮
園
小
2
年
）
が
同
協
議
会
を

訪
れ
、「
た
く
さ
ん
の
人
に
協
力
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
有
効
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
安
西
事
務
局
長
に
募
金
を
手

渡
し
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
町
内
の
各

小
学
校
や
児
童
館
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
ワ
ー
ク
ス
つ
ば
さ
「
も
み
の

木
分
場
」
に
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
I
C

3
月
29
日
午
後
3
時
開
通

安西事務局長（右）に募金を手渡す谷口暁音さん（中央）ら

大
切
に
使
っ
て

町
子
連
1
円
玉
募
金
を
贈
呈
　

人KENまもる君らの登場に喜ぶ園児ら

新
東
名
遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
I
C

（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
地
区
協
議
会

（
座
長
・
村
松
藤
雄
町
長
）
の
第
2
回

会
合
が
1
月
17
日
、
国
土
交
通
省
中
部

地
方
整
備
局
地
域
道
路
課
、
静
岡
県
道

路
企
画
課
、
袋
井
土
木
事
務
所
、
中
日

本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
県
警
察
本
部

か
ら
委
員
が
出
席
し
て
役
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
議
事
で
は
、
ス
マ
ー
ト
I
C

関
連
事
業
の
今
ま
で
の
経
緯
や
現
在
の

進
捗
状
況
、
開
通
日
時
な
ど
が
協
議
さ

れ
、
3
月
29
日
午
後
3
時
に
開
通
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

遠
州
森
町

パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
に
接

続
す
る
遠
州

森
町
ス
マ
ー

ト
I
C
は
、

電
子
料
金
収

受
シ
ス
テ
ム

（
E
T
C
）

搭
載
の
車
専

用
で
、
24
時

間
利
用
が
可

能
で
す
。

地区協議会の様子
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MACHI no KEIJIBAN もりまちからの情報発信！�

平
成
26
年
森
町
消
防
出
初
式�

森
町
消
防
団
新
車
両
配
属
式�

町
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に�

村松町長から指令書を受けとる萩原団長�

森
町
消
防
団
（
萩
原
貴
宏
団
長
）

は
1
月
25
日
、
第
2
分
団
1
部
（
森
）

の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
第
4
分
団

1
部
（
園
田
）
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
を
そ
れ
ぞ
れ
更
新
し
、
小
國
神
社

で
新
車
両
配
属
式
を
行
い
ま
し
た
。

同
消
防
団
本
部
役
員
や
第
2
、
第
4

分
団
員
ら
23
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ

た
配
属
式
で
は
、
新
車
両
の
指
令
書

が
村
松
町
長
か
ら
萩
原
団
長
へ
、
続

い
て
団
長
か
ら
第
2
分
団
長
と
第
4

分
団
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
団
員

を
前
に
村
松
町
長
は
「
新
し
い
高
性

能
な
消
防
車
両
を
購
入
し
ま
し
た
。

使
い
こ
な
し
て
地
域
の
安
全
安
心
に

貢
献
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、
続

い
て
萩
原
団
長
が
「
1
日
も
早
く
新

車
両
の
取
り
扱
い
を
熟
知
し
て
く
だ

さ
い
。
17
年
間
活
躍
し
て
く
れ
た
旧

車
両
に
敬
意
を
は
ら
う
と
共
に
、
新

車
両
を
大
切
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
し
た
。�

式典の様子�式典の様子�

分列行進する団員たち�分列行進する団員たち�

一斉放水の様子�一斉放水の様子�

ラッパ隊�ラッパ隊�

新
年
を
迎
え
、
正
月
恒
例
の
森
町

消
防
出
初
式
が
1
月
4
日
、
文
化
会

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

各
分
団
か
ら
2
5
9
人
が
参
加
し
、

消
防
署
員
、
来
賓
、
O
B
な
ど
が
参

列
す
る
中
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員
や

そ
の
家
族
の
功
績
を
た
た
え
る
表
彰

で
は
県
消
防
協
会
長
、
磐
周
支
部
長
、

町
長
、
団
長
か
ら
の
各
表
彰
の
該
当

者
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
壇
上
で
そ
れ

ぞ
れ
の
代
表
者
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
中
央
体
育
館
前

に
て
消
防
車
両
を
先
頭
に
消
防
署
員
、

各
分
団
員
に
よ
る
分
列
行
進
が
力
強

く
行
わ
れ
ま
し
た
。
太
田
川
親
水
公

園
で
は
ポ

ン
プ
車
、

積
載
車
5

台
ず
つ
を

使
い
10
本

の
ホ
ー
ス

か
ら
勢
い

良
く
一
斉

放
水
を
行

い
ま
し
た
。�

配属された2分団車両と4分団車両��
�



MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

遠江一宮駅を大掃除
遠江一宮駅夢づくりの会（久保下和義会長）は
12月29日、天浜線遠江一宮駅の大掃除を行いま
した。今回初めて4駅で一斉に大掃除が行われ、
同駅では同会員5人のほか旭が丘中学校の生徒
17人がボランティアで参加。国登録有形文化財で
ある駅舎のすす払いやふき掃除を行いました。久
保下会長は「地元にある文化財の駅を掃除するこ
とで、地元への誇りや愛する心が育ってくれれば
うれしい」と話しました。

急須で入れるお茶は格別！
森町茶商組合の茶業青年団（鈴木達也団長）は
1月14日、地元特産のお茶のおいしさを知ってもらお
うと、森小学校でお茶の入れ方教室を開き、5年生
児童61人が急須を使ったお茶の入れ方の説明を
受けました。また、玉露やほうじ茶など6種類のお茶が
用意され、実際に茶葉を触ったり飲んだりしながら、
それぞれの特徴を説明。その後児童らも教わったと
おりにお茶を入れ。興味深そうにお茶を飲み比べた
り、香りを確かめたりしながら「入れ方によってお茶
がこんなにおいしくなるんだ」と感動していました。

パントマイムに夢中！
泉陽中学校で1月14日、パントマイムの公演が
行われ、同校生徒のほか、学区の小学校、幼稚
園の児童園児ら約130人が集まりました。文化
庁主催の「次代を担う子どもの文化芸術体験事
業」の一環として開催され、全国で活動するグ
ループ「カンジヤマ・マイム」がアメリカ仕込みのパ
ントマイムを披露。動作の解説を交えながら次々と
繰り出される豊かな表情に、子どもたちは夢中に
なっていました。

▲いろいろな種類の茶葉を見比べる子どもたち

▲パントマイムを披露するメンバーたち

▲天井のすすを払う参加者ら

8



MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

五穀豊穣願い矢を放つ
小國神社で1月17日、新春に矢を射り1年の五
穀豊穣を祈る「御弓始式」が営まれました。射手
を務めたのは体育協会弓道部所属の氏子4人。
烏
え

帽
ぼ

子
し

と直
ひたた れ

垂の出で立ちで「日
へ き り ゅ う お お ま と し き

置流大的式」の
作法にのっとり、約28メートル先の的めがけて2本
ずつ矢を放ちました。矢が的に突き刺さると参拝
客から大きな歓声があがり、武芸上達や魔除けの
御利益があるとされている矢を手に入れようと愛
好家らが的に駆け寄っていました。

蓮華寺の豆まき大にぎわい
蓮華寺で1月19日、新春恒例の星まつりが開か
れ、境内で豆まきなどが盛大に行われました。1年
の無事を祈願した年男・年女や森町キャンペーン
ガールらが、かみしも姿で本堂に立ち並び、一斉
に福豆やもちをまくと、待ち構えていた大勢の参拝
客は競うように拾い集めました。また、名物のけん
ちん汁や温かいおしるこが無料で振る舞われ、境
内はたいへんにぎわいました。

一足早く、福は内！
児童館で1月26日、節分を前に「豆まき会」が行
われ、町内外から親子連れなど約150人が来館し
ました。豆まきの前にはラジオパーソナリティーのま
つちよさんらによるライブや子どもフラダンス「カイマ
ナスクール」のかわいらしいダンスが行われ、会場
は大盛り上がり。豆まきではやぐらに登った小学
生の年男・年女が「鬼は外、福は内！」の掛け声で
豆やお菓子をまくと、子どもたちは大はしゃぎで拾
い集め、持参した袋をいっぱいにしていました。

▲的めがけて矢を放つ氏子

▲もちや豆をまく年男・年女たち

▲豆まきを楽しむ子どもたち

9



中
高
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
祝
福
！

中
高
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
祝
福
！

平
成
26
年 

森
町
成
人
式

平
成
26
年 

森
町
成
人
式

二十歳の主張二十歳の主張二十歳の主張
新
成
人
を

　
　代
表
し

飛
躍
を
誓
う

新
成
人
を

　
　代
表
し

飛
躍
を
誓
う

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う

森
町
成
人
式
が
1
月
12
日
、
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
外

転
出
の
参
加
希
望
者
を
含
む
今
年
の
対
象
者
は
1
9
7
人
。
こ
の
日
は
1
6
3

人
の
新
成
人
た
ち
が
色
鮮
や
か
な
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
姿
な
ど
で
会
場
に
集
合

し
、
久
し
ぶ
り
の
友
人
と
の
再
会
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担

う
決
意
と
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
村
松
町
長

ら
の
祝
辞
に
続
き
、
新
成
人

を
代
表
し
て
比
奈
地
晃
子
さ

ん
（
仲
横
町
）
が
「
私
た
ち

を
支
え
励
ま
し
て
く
れ
た
家

族
や
恩
師
、仲
間
に
感
謝
し
、

成
人
と
し
て
自
分
の
行
動
に

自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
森
町

の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ

れ
た
二
十
歳
の
主
張
で
は
、

花
田
宏
明
さ
ん
（
三
倉
）
が

「
ス
ポ
ー
ツ
や
地
域
の
活
動

な
ど
、
様
々
な
人
と
積
極
的

に
関
わ
っ
て
人
生
経
験
を
豊

か
に
し
て
い
き
た
い
」。
乗

松
真
菜
さ
ん
（
米
倉
）
は
「
学

生
生
活
は
社
会
に
出
る
前
の

準
備
。
生
ま
れ
育
っ
た
森
町

を
誇
り
に
思
い
、
大
切
に
し

て
い
き
た
い
」
と
壇
上
に
立

ち
、
新
成
人
た
ち
の
前
で
力

強
く
決
意
を
発
表
し
ま
し

た
。

成
人
式
の
受
付
で
は
、
今

年
も
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
が
「
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
、

晴
れ
や
か
な
姿
で
会
場
入
り

す
る
新
成
人
を
笑
顔
で
迎
え

ま
し
た
。

ま
た
式
典
で
は
、
司
会
進

行
役
の
旭
が
丘
中
２
年
の
伊

藤
冴
弥
香
さ
ん
（
中
川
上
）、

堀
内
優
花
さ
ん
（
南
戸
綿
）、

大
谷
沙
織
さ
ん
（
む
つ
み
台
）

の
３
人
が
協
力
し
合
い
、
式

典
の
進
行
と
い
う
大
役
を
見

事
務
め
ま
し
た
。

▲司会を務めた伊藤さん
（右）・堀内さん（中央）・
大谷さん（左）

▲乗松真菜さん

▲花田宏明さん

▲謝辞を述べる比奈地晃子さん

▲式典終了後のアトラクション
　榊原彩さん（フルート・栄町上）と西山亜希さん
（ヴァイオリン）、栗田竜次さん（ピアノ）による演奏
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平
成
25
年
度
減
免
が

適
用
さ
れ
た
人

平
成
26
年
度
か
ら

減
免
を
希
望
さ
れ
る
人

　

障
害
の
あ
る
人
が
軽
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
場
合
、一
定
の
要
件
＊
を

満
た
せ
ば
軽
自
動
車
税
の
減
免
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

減
免
を
希
望
す
る
人
は
、５
月
26
日

（
月
）ま
で
に
障
害
者
手
帳
、運
転
免

許
証
、車
検
証
（
コ
ピ
ー
可
）
、印
鑑

（
認
印
可
）を
持
参
の
う
え
、役
場
税

務
課
窓
口
ま
で
お
越
し
下
さ
い（
代
理

申
請
可
）。

　

３
月
中
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
が
適
用
さ
れ

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、適
用
さ
れ
る

場
合
に
は
申
請
書
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、税
務
課
窓
口
に
て
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
一
定
の
要
件

　

障
害
区
分
や
等
級
に
よ
り
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
対
象
と
な
る
範
囲
に
つ
い
て
は
税

務
課
町
民
税
係
に
て
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
減
免
に
つ
い
て
は
、障
害
が
あ
る
人

ひ
と
り
に
つ
き
１
台（
普
通
自
動
車
・

オ
ー
ト
バ
イ
・
原
付
な
ど
）に
限
り

ま
す
。

 

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
　

☎
８
５
―
６
３
０
８

４
月
１
日
か
ら

消
費
税
率
の

引
上
げ
に
伴
い

　　　名 　称 区　分 　　 問い合わせ先 
町民生活センター 使用料 総務課 85-6300
三倉総合センター 使用料 企画財政課 85-6306
天方生活改善センター 使用料 産業課 85-6315
一宮総合センター 使用料 産業課 85-6315
園田総合センター 使用料 総務課 85-6302
飯田総合センター 使用料 総務課 85-6302
保健福祉センター 使用料 保健福祉課 85-6330
大河内林業センター 使用料 産業課 85-6317
体験の里アクティ森 使用料 アクティ森 85-0115
町立学校運動場照明施設 使用料 中央体育館 85-4191
中央体育館、町営グランド、 使用料 中央体育館 85-4191町営テニスコート
文化会館 使用料 文化会館 85-1111
道路 占用料 建設課 85-6325
普通 ・ 準用河川 流水占用料 建設課 85-6325
上水道、簡易水道 水道料金 上下水道課 85-6326
下水道 使用料 上下水道課 85-6327
※水道料金および下水道使用料は平成26年4月以前より使用されている人は、平成26年
　６月請求分から適用されます。   

改定される主な公共料金と問い合わせ先

　

４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
８
％

（
現
行
５
％
）に
な
り
ま
す
。 

こ
の
消

費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
い
、水
道
料

金
や
下
水
道
使
用
料
を
は
じ
め
消
費

税
が
か
か
る
使
用
料
な
ど
の
公
共
料

金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
料
金
が

　
　
　
さ
れ
ま
す

改
定
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12

　
国
民
年
金
に
は
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
と
割
引
に
な
る
前
納
制
度
が
あ
り

ま
す
。
平
成
26
年
4
月
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
6
ヵ
月
前
納
、1
年
前
納
に
加
え
割
引
額
の
よ

り
大
き
な
「
2
年
前
納（
口
座
振
替
の
み
）」
が
始
ま
り
ま
す
。
2
年
前
納
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、1
4，
8
0
0
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。
�

� 
持
ち
物
�

　
年
金
手
帳
、金
融
機
関
の
届
出
印
、通
帳
�

 
申
込
先

 
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
、掛
川
年
金
事
務
所
、�

 
役
場
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係
�

 
申
込
期
限
�

　
平
成
26
・
27
年
度
分
の
申
込
み
は
2
月
末
日
�

����　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
、申
請
に
よ
っ
て
納
付
が
免
除（
所

得
に
よ
っ
て
判
定
）に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
�

　
現
在
は
平
成
25
年
7
月
以
降
の
月（
学
生
は
4
月
以
降
の
月
）が
免
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
が
、平
成
26
年
4
月
か
ら
は
、過
去
2
年
分
ま
で
遡
っ
て
免
除
の
申
請
が
可
能
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
�

 
 
2

 
 
2
年
前
納

年
前
納
（
口
座
振
替

口
座
振
替
）
が
始
ま
り

が
始
ま
り
ま
す
ま
す
�

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
が

免
除
が
�

過
去
過
去
2
年
分
ま
で

年
分
ま
で
遡
っ
て
申
請
で

申
請
で
き
る
よ
う

る
よ
う
に
な
り
な
り
ま
す
ま
す
�

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
�

 
 
2

 
 
2
年
前
納

年
前
納
（
口
座
振
替

口
座
振
替
）
が
始
ま
り

が
始
ま
り
ま
す
ま
す
�

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
が

免
除
が
�

過
去
過
去
2
年
分
ま
で

年
分
ま
で
遡
っ
て
申
請
で

申
請
で
き
る
よ
う

る
よ
う
に
な
り
な
り
ま
す
ま
す
�

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
�

 
 
2

 
 
2
年
前
納

年
前
納
（
口
座
振
替

口
座
振
替
）
が
始
ま
り

が
始
ま
り
ま
す
ま
す
�

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
が

免
除
が
�

過
去
過
去
2
年
分
ま
で

年
分
ま
で
遡
っ
て
申
請
で

申
請
で
き
る
よ
う

る
よ
う
に
な
り
な
り
ま
す
ま
す
�

問
い
合
わ
せ
先

国
民
年
金
保
険
料
の
�

 
 
2
年
前
納
（
口
座
振
替
）
が
始
ま
り
ま
す
�

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
が
�

過
去
2
年
分
ま
で
遡
っ
て
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
�

日
本
年
金
機
構
掛
川
年
金
事
務
所

1
0
5
3
7
ー
2
1
ー
5
5
2
2

役
場
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係
　

1
8
5
ー
3
8
4
7

防
火
意
識
の
欠
如
が
大
惨
事
に
!!
�

火
災
に
よ
る
被
害
を
な
く
す
た
め
に
は
、
火
災
が

起
き
る
原
因
を
知
り
日
ご
ろ
か
ら
注
意
す
る
こ
と
、

万
が
一
、
出
火
し
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ

き
か
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。�

火
災
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
し
て
い
く
た
め
に
、

家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で
防
火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。�

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

③
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

①
寝
た
ば
こ
は
、

絶
対
や
め
る
！

②
ス
ト
ー
ブ
は
、

燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離

れ
た
場
所
で
使
用
す
る
！

③
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず

火
を
消
す
！

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し

に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
�

●
袋
井
消
防
署
森
分
署
1
8
5
ー
0
1
1
9

暮らしの
■ 　 ■ 　 ■ 　 ■ 　 ■
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informed
consent

公立森町病院 285-2181

�

▲再来受付機▲太陽光発電装置

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
が

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
が
�

 
 
 
 
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
�

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
が
�

 
 
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
�
�
太
陽
光
発
電
設
備
を

太
陽
光
発
電
設
備
を
�

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
設
置
し
ま
し
た

設
置
し
ま
し
た
�

�
太
陽
光
発
電
設
備
を
�

 
 
 
 
 
設
置
し
ま
し
た
�

　
森
町
病
院
は
2
月
1
日
か
ら
「
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
診
療
記
録
（
外
来
受
診
や
入

院
さ
れ
た
と
き
の
患
者
情
報
）
を
電
子

的
に
保
存
す
る
も
の
で
す
。
�

�
医
師
の
診
療
記
録
、
処
方
さ
れ
た
お

薬
、
検
査
結
果
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
、

文
書
な
ど
病
院
の
中
で
発
生
す
る
す
べ

て
の
情
報
が
保
存
の
対
象
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
よ
り
効
率
的
で
質
の
高
い
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
�

�
受
診
の
際
の
受
付
方
法
、
診
察
前
の

検
査
の
順
路
、
中
待
合
へ
の
呼
び
込
み

方
法
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。
何
か
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も

知
れ
ま

せ
ん
が
、

皆
様
の

ご
理
解

と
ご
協

力
を
お

願
い
し

ま
す
。
�

�� 
�

�
�

���
「
独
立
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
シ
ス
テ
ム
等
対
策
費
補
助
金
」
と
「
公

共
施
設
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
及
び
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器
導
入
事
業
助
成
金
」
に

よ
り
、
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
屋
上
に
設

置
を
進
め
て
い
た
太
陽
光
発
電
設
備
が

完
成
し
ま
し
た
。
�

�
こ
の
設
備
で

発
電
し
た
電
力

は
家
庭
医
療
セ

ン
タ
ー
で
使

用
さ
れ
、
環

境
に
や
さ
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
の
促
進
を
図

り
ま
す
。
�

森
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
8
5
ー
6
3
4
1

E-m
ail:houkatsu@

tow
n.m
orim

achi.�
shizuoka.jp

問
い
合
わ
せ
先

　
最
近
、「
居
場
所
」
が
県
内
に
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
昨
年
10 
月
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

静
岡
県
（
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
が
、

健
康
や
長
寿
に
ま
つ
わ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
県
内
30
選
を
発
表
し
、
町
内
で
は
29
位

に
小
國
神
社
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

10
、11
、24
位
に
「
居
場
所
」
が
ラ
ン
ク
イ

ン
し
、
自
宅
に
こ
も
り
が
ち
な
お
年
寄
り

に
外
出
を
促
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
�

�
今
回
は
そ
の
居
場
所
に
つ
い
て
、
お
伝

え
し
ま
す
。
�

 
居
場
所
と
は
�

�
「
居
場
所
」
と
は
、
地
域
に
住
む
あ
ら

ゆ
る
世
代
の
人
た
ち
が
「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
気
軽
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。
�

�
自
由
な
「
居
場
所
」
で
は
、
み
ん
な
受

け
入
れ
合
い
お
互
い
を
認
め
合
う
関
係
が

生
ま
れ
ま
す
。
人
と
人
と
の
間
に
安
心
感

を
生
み
、
居
場
所
で
出
会
っ
た
人
た
ち
は
、

お
の
ず
と
ふ
れ
あ
い
助
け
合
う
関
係
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
「
居
場
所
」

な
の
で
す
。
�

�
居
場
所
の
効
果

●
仲
間
づ
く
り
�

●
孤
立
・
閉
じ
こ
も
り
防
止
�

●
不
安
や
悩
み
の
解
消
�

●
世
代
間
交
流
�

●
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会
参
加
�

 
の
促
進
�

�
�

�
森
の
居
場
所
「
森
の
こ
か
げ
」
が
�

 
3
月
1
日
に
開
所
し
ま
す
�

�
3
月
1
日
、
本
町
（
森
地
区
）
に
、
町

内
初
の
居
場
所
『
森
の
こ
か
げ
』
が
開
所

し
ま
す
。
現
在
、
運
営
団
体
「
森
の
居

場
所
」
が
中
心
と
な
り
、
準
備
を
し
て

お
り
ま
す
。
�

�
開
所
式
の

内
容
に
つ
い

て
は
、回
覧
や

同
報
無
線
な

ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
�



◆石松カップ（5年生）

宮園小 飯田青葉

　町では、スポーツが好きで、スポーツ
の普及および推進をしていただける人
を募集します。希望される人は、森町中
央体育館へご連絡ください。

表彰後の大場くん（左）、友田くん（中央）、森下さん（右）

１月１３日（日）／三川小学校

　町では、スポーツが好きで、スポーツ
の普及および推進をしていただける人
を募集します。希望される人は、森町中
央体育館 連絡くださ

表彰後の大場くん（左）、友田くん（中央）、森下さん（右）

スポーツ推進員の募集について

１月１９日（日）
／浅羽支所～浅羽球技場

１月２６日（日）
／大井川河川敷運動公園

●小学生の部 第３位
●中学生男子の部 優　勝
●中学・高校女子の部 優　勝

●中学生男子の部   第３位

１．募集人数　男女各１人
２．申込期限　平成２６年２月２８日（金）
３．任　　期　平成２６年４月１日から

平成２８年３月３１日までの
２年間（再任は妨げない）

４．内　　容　定例会（月1回）、スポー
ツ教室などへの参加

５．報　　酬　若干あり

●３年生以下の部
　優　勝　友田隆二郎（森小）
●５年生の部
　準優勝　大場　貴弘（宮園小）
　第３位　森下　真依（天方小）

個人戦
（敬称略）

個人戦
（敬称略）

●初心者の部
　第３位　上野　栄暁（森小２年）

森町剣道スポーツ
少年団

精武館

日
5/25

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館 ※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日）問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

※取扱時間などは各販売所に
お問合せください。

※未就学児の入場はご遠慮く
ださい。

チケット購入のご注意

ところ：森町文化会館 大ホール
入場料：　　 友の会 6,500円
　　 　　　 一　般 7,000円

全席
指定

ところ ： 森町文化会館 大ホール

リチャード･クレイダーマン2014
withストリングス・トリオ＆パーカッション

第18回

森町こどもの
舞台フェスタ

演奏曲目 ： 渚のアデリーヌ　ほか 開場 12:30
開演 13:00

開場 13:00
開演 13:30

入場無料全席自由

出演団体 ： 旭が丘中学校吹奏楽部、天宮
神社舞楽こども教室、ゲットアヘッド、
箏子供教室、さざんか少年少女合唱団、
ときわ保育園、モダンバレエアオバ、森中
学校音楽部、山名神社天王祭舞楽保存会、
渡辺バレエ教室

「ピアノの貴公子」「プリンス･オブ・ロマンス」と称さ
れるクレイダーマンのジャパンツアー35周年の千秋楽
公演を森町で開催！！CDでは味わえない輝きと躍動感
のある生演奏をお楽しみください。

チケット
発売日

友の会 : 2月22日（土）   9:00～
一　般 : 2月23日（日） 10:00～
電話予約 :2月25日（火）   9:00～

チケット販売所 ： 袋井市月見の里学遊館(☎49-3400)/磐田市情報館（☎38-3974）/
イケヤアピタ掛川店(☎0537-22-0666)/アクトシティ浜松チケットセンター(☎
053-451-1130)/森町文化会館(☎85-1111)/チケットぴあ(☎0570-02-9999 
Pコード：223-202)/ローソンチケット(☎0570-000-777／0570-084-003 Lコード：
46241)/イープラス(http://eplus.jp)/サンライズプロモーション東京(☎0570-00-3337)

主催 ： 森町ミキホール文化振興会
共催 ： サンライズプロモーション東京

後　　援 ： ビクターエンタテインメント
企画制作 ： ミュージックリーグ

新緑の季節、ピアノが奏でる世界中で最も親しみのあるメロディが届く

日
3/16
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月
子ども 相談

犬・猫健康

文化会館 観光

その他

※定期開催 毎週土曜日　　おはなしぶらんこ（10:30～11:00）■所■問児童館　185-2839
毎週火曜日　　森のくまさん広場（11:00～11:30）■所■問子育て支援センター　184-4255

日 月 火 水 木 金 土

3

■所飯田小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

■所宮園小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

■所天方小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

■所三倉小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

結婚相談
（9:00～11:30）■所保
健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

ボディートークを楽
しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

おはなしぶらんこ※
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

ボディートークを楽
しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

移動子育て支援
センター

（10:00～11:30）
■所天方生活改善センター
■問子育て支援センター
　 184-4255
ポリオ予防接種

（13:30～）■所保健福
祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

おはなしぶらんこ※
折り紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

年金相談（要予約）
（9:30～12:00）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
　 10537-21-5521

年金相談（要予約）
（9:30～11:30）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
 　10537-21-5521

すくすくクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255
人権相談

（13:00～15:00）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
　185-6312

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

■所■問児童館
　 　 185-2839

★
◎
▲

■問児童館
　 185-2839△ ■所保健福祉センター△▲

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:30）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
　 185-6314

リトミックランド
（10:30～11:30）
■所保健福祉センター
■問児童館
　 185-2839

おはなしぶらんこ※
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

おはなしぶらんこ※

保健のしおり交付
（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
森のくまさん広場※

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

森の夢づくり大学
大学祭

（9:00～16:00）
■所文化会館
■問役場社会教育課
　 185-1112

結婚相談
（9:00～11:30）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

年金相談（要予約）
（9:30～12:00）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
　 10537-21-5521

森の小さな映画館
（10:30～11:00、
14:30～15:00）
■所■問児童館
　 　 185-2839

3歳児健診
（13:15～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
移動児童館

（15:00～16:30）
■所飯田小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

レクリェーション
研修会

（9:30～11:30）
■所中央体育館
■問児童館
　 185-2839
作ってみよう

（14:30～15:00）
■所■問児童館
　 　 185-2839

移動児童館
（15:00～16:00）
■所宮園小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

移動児童館
（14:30～16:00）
■所天方小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

移動児童館
（14:30～16:00）
■所三倉小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

1歳児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

2歳6か月児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
移動子育て支援
センター

（10:00～11:30）
■所天方生活改善センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

おはなしぶらんこ※
折り紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

森の夢づくり大学
大学祭

（9:00～16:00）
■所文化会館
■問役場社会教育課
　 185-1112
おはなしぶらんこ※
お楽しみゲーム大会

（14:30～15:00）
■所■問児童館
　 　 185-2839

おはなしぶらんこ※
手作りクラブ

（13:30～15:00）
■所■問児童館
　 　 185-2839

ボディートークを
楽しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

赤ちゃん健康相談
（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
森のくまさん広場※

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

森のくまさん広場※

BCG集団接種
（13:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

森のくまさん広場※

人権相談・
行政相談

（13:00～15:00）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
　 185-6312

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:30）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
　 185-6314
すくすくクラブ

（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

1
2
3
4
5
6
7

3

10

17

24

31

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

 

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

秋分の日

3

10

17

24

31

春分の日21

●4月1日（金）～3日（日）（10:30～11:30）作陶展

体験センターの展示ホールで、ア
クティ森陶芸教室の生徒による作
品展を開催します

要予約

3月の納税など

■ 固定資産税・都市計画税 …第2期分
■ 国民健康保険税…………第1期分

鮎のつかみ取り

●ききょう園開園
　 7月25日（木）まで
　■所香勝寺 185-3630
●夏はぎ見ごろ
　 7月下旬まで　■所蓮華寺 185-5374

●あじさい園開園
　 7月7日（日）まで

　■所極楽寺 189-7407

花巡り花巡り
一番

咲き

アクティ森
イベント情報

アクティ森で
自然とふれあう夏
アクティ森で
自然とふれあう夏
●9月23日（月）までの
　土 ・ 日 ・ 祝日

■ 後期高齢者医療保険料
  （普通徴収）
　……………… 第8期分

アクティ森イベント情報
☎85-0115

陶器のひな人形づくりとランチのセットです。今年
は、にぎり寿司をイメージしたひな人形で、どなた
でも簡単に作ることが出来ます。焼き上がりに１か
月はかかりますので、お早めにお申し込み下さい。

●2月28日（金）まで ※平日限定（水曜定休）
　陶雛づくりとちょっとお得なランチセット
　料金 ： 1人3,800円

15



情報ステーションステーションステーションステーション information

自身が林退共へ加入していたか分か
らない人についてもお調べします。
また、り災された共済契約者および
被共済者の皆さんに対し、各種手続き
（共済手帳の紛失、退職金の請求など）
の必要が生じた場合はできる限りの
範囲で速やかに対応しますので、お問
い合わせ・ご相談ください。
問　（独）勤労者退職金共済機構林業
退職金共済事業本部
203-6731-2887、503-6731-2890
ホームページ
http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

若者就労支援
出張相談の開催

地域若者サポートステーションは
ままつのキャリア・コンサルティング
技能士による相談会を開催します。
「働きたいけど何をしたら良いか分
からない」、「自立のきっかけがつか
めない」といった悩みを抱える若者の
職業的自立に向けた支援を行います。
と	 き　3月12日㈬　13:30～16:30
ところ　町民生活センター2階講義室B
対	 象　就労を目指している15歳から
39歳までの若者とその家族

申込方法　当日受付（電話予約優先）
その他　相談時間は1人50分以内と
させていただきます。
問・申　地域若者サポートステーション
はままつ　2053-581-8707

平成25年度合同就職相談会
「静岡ふれあいナースフェア」
と	 き　3月15日㈯　11:30～15:30
ところ　グランシップ大ホール
　（静岡市駿河区池田79-4）
対	 象　未就業の看護師、退職・転職
予定の看護職員、看護学生、看護職
を目指す社会人など
内	 容　病院・福祉施設・訪問看護
ステーションとの個別相談、就業に
関する相談、奨学金に関する情報提
供、国家試験対策ミニレクチャー、
再就業看護職による体験報告、再就

業支援事業紹介など
その他　　参加費無料、申込み不要、
託児あり
問　静岡県ナースセンター

2054-202-1761、5054-202-1762
Eメールshizuoka@nurse-center.net

ミキホール友の会
平成26年度会員募集のお知らせ
ミキホール友の会では、平成26年
度の会員を募集します。
受付開始　2月20日㈭　9:00～
費	 用　新規入会金500円、年会費
1,000円
会員期間　平成26年4月1日～平成27年
3月31日
会員特典　イベント情報を会報でお
知らせ、チケットの先行・割引販売、
いわた文化友の会の特典
問　ミキホール友の会事務局
　（森町文化会館内）285-1111
　（月曜休館）

中遠オープンガーデン
参加者募集

中遠オープンガーデン（一般公開し
ている自宅のお庭や団体花壇）を巡る
「中遠オープンガーデン見学会」を開
催します。
と	 き　4月9日㈬、5月13日㈫、5月
20日㈫、6月10日㈫の各日9:20～
16:30ころ
内	 容　中東遠地域（磐田市、袋井市、
掛川市、菊川市、御前崎市、森町）の
オープンガーデン6～7か所をマイ
クロバスで巡ります。
発着場所
4月9日、5月13日、6月10日：静岡県
中遠総合庁舎（磐田市見付3599-4）
5月20日：22世紀の丘公園たまりーな
（掛川市満水1652）
対	 象　一般県民
定  員　各回25人（応募者多数の場合
は抽選、参加は1人1回限り）
参加費　無料（昼食代は各自負担）
募集期間　3月3日㈪～14日㈮必着

申込方法　参加者全員の氏名(3人ま
で、代表者に○印)、住所、電話番
号、参加希望日（第3希望まで）を
官製ハガキに記入の上、下記あてに
お送りください。
その他　参加の可否は3月24日㈪以降、
農林事務所から連絡します。
問・申　静岡県中遠農林事務所園芸
畜産課
　（〒438-8558磐田市見付3599-4）　
237-2272

ゲートキーパー養成研修会

悩んでいる人に気付き、声をかけ、
話を聴き、必要な支援に繋ぐゲート
キーパーの養成研修会を開催します。
あなたも周囲の声に耳を傾けること
から始めてみませんか？
と	 き　3月7日㈮　19:00～21:00
ところ　静岡県中遠総合庁舎西館204
会議室（磐田市見付3599-4）
対	 象　どなたでも参加可
申込方法　電話またはEメールでお申し
込みください。

申込期限　3月4日㈫
その他　参加費無料、定員60人
問・申　静岡県西部健康福祉センター
福祉課　237-2252
Eメール
kfseibu-fukushi＠pref.shizuoka.lg.jp

森の夢づくり大学
平成25年度大学祭開催

と	 き　3月22日㈯、23日㈰
　9:00～16:00
ところ　森町文化会館
内	 容　学生の作品展示、体験コーナー、
ステージ発表
○特別講座
と	 き　3月23日㈰　14:00～15:40
内	 容　「長唄のたのしみ」(講師：竹内
明彦教授、出演：杵屋勝彦氏ほか)
　どなたでも無料で入場できます。
問　教育委員会社会教育課
　285-1112
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税務職員を装った者からの
不審な電話にご注意ください！
国税局や税務署の職員を名乗る者
から電話があり、アンケートや年金受
給調査と称して、年齢や家族構成、年
金の受給状況、預金残高、口座情報な
どについて聞き出そうとする事例が
発生しています。
不審な電話があった場合には、即答
を避け、①相手の所属部署、②氏名、
③電話番号を確認した上で一旦電話
を切り、最寄りの税務署にお問い合わ
せください。
問　磐田税務署総務課　232-6111

花粉症の薬もジェネリック
医薬品にしませんか？

ジェネリック医薬品とは、新薬（先
発医薬品）と同じ有効成分をもつ薬と
して医療機関で処方される医薬品で、
新薬と同等の効果で薬代が安くなる
場合があります。
ジェネリック医薬品の中には花粉
症の薬もありますので、ご希望の場合
は、切り替えが可能か医師や薬剤師に
相談してみましょう。
※すべての薬にジェネリック医薬品
があるわけではありません。また、
治療の状況や在庫状況など、切り替
えできない場合があります。
問　役場住民生活課国保年金係　
　285-6313

助成期間は残りわずか！
「風しんワクチン」

接種費用の一部助成は今年3月末ま
での実施となります。
風しんウイルスは妊娠初期に感染

し、胎児に感染すると先天性風しん症
候群（難聴、先天性心疾患、白内障およ
び網膜症など）のお子さんが高い確率
で生まれることが心配されています。
本ワクチンは法律上の義務はあり
ませんが、これから生まれてくるお子
さんを守るため、ワクチンの効果や副

反応などをよく理解したうえで、希望
する人はこの機会に接種を受けま
しょう。
対象者　森町にお住まいで風しんワ
クチンを1回も接種したことがない
人（不明を含む）のうち、次のいず
れかに該当する人
①妊娠している女性の同居家族
②妊娠を予定または希望する女性
※①の人は予診票の妊婦名および出産
予定日の記入欄で確認します。
助成期間　3月31日㈪まで
対象ワクチン　風しんワクチン、麻しん
風しん混合ワクチンのどちらか

接種費用　各医療機関で決められた接
種料金から助成額を差し引いた金額
を医療機関にお支払いください。助成
額は、風しんワクチン4,000円、麻し
ん風しん混合ワクチン5,000円です。

助成回数　1人につき1回
医療機関　森町内、袋井市内、旧豊岡村
内の協力医療機関

女性の方へ　妊娠の可能性がある人は
接種を受けられません。接種する1
か月前から避妊し、接種後2か月間
は妊娠しないよう注意しましょう。

※接種歴が分からない人は平成25年
8月号の広報もりまちを参考にして
ください。　
問　役場保健福祉課保健係
　285-6330

「静岡県最低賃金」
改正のお知らせ

静岡県内の事業所で働く（パート・
アルバイトなどを含む）すべての労働
者に適用される「静岡県最低賃金」が
改正され、平成25年10月12日から、
時間額749円となりました。
なお、特定の産業には産業別最低賃
金が定められています。
問　静岡労働局賃金室

2054-254-6315、またはお近くの
労働基準監督署

浜名湖花博10周年記念事業
第31回全国都市緑化しずおかフェア
浜名湖花博2014〜花と緑の祭典〜
○はままつフラワーパーク会場
　（浜松市西区舘山寺町195）
開催期間　3月21日（金・祝）～6月

15日㈰　8:00～18:00（87日間）
○浜名湖ガーデンパーク会場
　（浜松市西区村櫛町5475-1）
開催期間　4月5日㈯～6月15日㈰
　9:30～17:00（72日間）
チケット料金
・普通入場券
どちらかの会場に1回入場できます。
大人：当日800円（前売700円）、
小・中学生：当日400円（前売300円）
・セット入場券
両会場1回ずつ入場できます。
大人：当日1,400円（前売1,200円）、
小・中学生：当日700円（前売600円）
・パスポート券
開催期間中、両会場とも入退場自由。
大人：当日4,000円（前売3,500円）、
小・中学生：当日2,000円（前売1,500円）
チケット販売場所　コンビニエンス
ストア（一部取扱いをしていない店
舗あり）、JTB各店舗ほか
問　浜名湖花博2014実行委員会事務局
　2053-458-7601
ホームページ
http://hamanakohanahaku2014.jp

防霜ファン保有の皆さんへ

大切な茶園を守るため、防霜ファン
をご使用になる前には、施設の点検な
らびに試運転を行い、ファンの回転確
認をお願いします。また、電気は工事
のための計画停電のほか、天災など不
測の事故により突然停電することが
あります。そのような不測の事故によ
る凍霜害については、当社では補償い
たしかねます。
万一、異常を発見した場合は、ただち

にメーカー、電気工事店およびお近く
の中部電力へご連絡をお願いします。
問　中部電力㈱掛川営業所
　20120-985-240

林業退職金共済制度
（林退共）からのお知らせ
林業の仕事をしていたことはあり
ませんか？
林退共制度に加入していたが、退職
金をまだ受け取っていない人を探し
ています。
以前、林業の仕事をしていたが、ご
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いただきます！
（宮園小学校にて）

現在の学校給食はどんなメニュー？
世代ごとに異なる学校給食を思い出しながら、
ぜひ調理に挑戦してみてください。

学校給食のメニューを紹介☆

鶏こま肉………………… 40ｇ
酒 ……………………… 少々
こんにゃく ……………… 80ｇ
大根（☆森町産） …… 200ｇ
にんじん………………… 40ｇ
さといも ……………… 中4個
うずら卵水煮（☆湖西市産）
………………………… 8個

さつまあげ ……………… 1枚
生あげ…………………2／3枚
しょうゆ …………… 大さじ2
みりん……… 大さじ1と1／3
酒 ………… 大さじ1と1／3
だし汁………………… 600ｃｃ
花かつお………………… 適量

材料（4人分）

　学校給食は明治22年、山形県忠愛小学校で、弁当
を持ってこられない子どもたちのために始まりました。
しかし、昭和18年ころになると戦争が激しくなったた
め、食料が不足して給食も中止になりました。昭和20
年8月に戦争が終わり、世の中が落ち着いた昭和21
年12月24日から学校給食が再び始まりました。これ
を記念して1月24日から30日が学校給食週間となり
ました。（12月24日は冬休みが始まるため、1か月遅
れとなりました）
　森町では1月20日から24日を学校給食週間として
静岡県や森町の食材を使った給食を実施しました。

作り方
①こんにゃくは短冊切りにして、下ゆ
でしておく。

②大根、にんじんは厚めのいちょう切
りまたは乱切りに、さといもは一口
大の大きさに切る。さつまあげ、生
あげは厚めの短冊切りにする。鶏
肉は酒をふっておく。

③だし汁に調味料を加え、鶏肉、煮え
にくい材料から煮込んでいく。

④材料に味がしみたら最後に花かつ
おをふる。

関東煮関東煮

掛川市産
ゆでたキャベツにいりごまと
すりごまを合わせたものです。

袋井市産

浜松市産

焼津市産
黒はんぺんに塩・こしょうをし、小
麦粉、とき卵、パン粉をつけて、
油でこんがりと色づくまで揚げ
ます。

いちごいちご 静岡県産牛　乳牛　乳

ごはんごはん

ごまキャベツごまキャベツ
黒はんぺんフライ黒はんぺんフライ
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2月1日現在（　）内は先月比

世帯数 …………6,399（＋11）
人口 男……  9,681（ー  4）
 女……  9,822（ー  9）
 計……19,503（－13）
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